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１．はじめに 
中部横断角打トンネルは，全長 310m，幅員 10.5m の

国土交通省関東地方整備局発注の道路トンネルである．

トンネル坑口は急峻な斜面に位置しており，仮設ヤード

から坑口まで全長 320m の仮桟橋を架設してアプローチ

する．ずりの搬出は 10t ダンプトラックがこの仮桟橋を

走行して行う計画であったが，ずり運搬における安全性

の確保と施工性の向上のため，図－１に示す坑外ベルト

コンベア方式を採用した．これに伴い，投入破砕設備（以

降，クラッシャ）などの仮設備から発生する騒音につい

て対策を実施したので結果を報告する．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－１ 坑外ベルトコンベア配置図 
 

２．管理目標値の設定 

 角打トンネルの周辺には，坑口からの離隔距離が約

120m 付近に民家が点在しており，工事に伴う騒音の影

響が懸念された．本工事では，民家での仮設備騒音に対

する管理目標値を表－１のように設定した． 

表－１ 仮設備騒音の管理目標値 

 昼間 夜間 
仮設備騒音 70dB 60dB 

 
３．数値解析による対策案の検討 
表－１に示した管理目標値を満足するため，3次元モ

デルを用いた数値解析により防音設備の最適な配置を検

討した．表－２に解析に用いた各仮設備の音源のパワー

レベル（dB）を示す．また図－２と図－３に，解析に用

いた3次元モデルと解析結果を示す．防音設備の配置に

ついて，坑口近傍の仮桟橋の上には防音壁と万能鋼板を

設置した．第6仮橋に設置したクラッシャの周囲には防 
 

表－２ 各仮設備の音源のパワーレベル（dB） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図－２ 解析に用いた3次元モデル 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－３ 解析結果 
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音壁を設置し，ベルトコンベアのモーࢱー部には防音シ

ートで囲いを設置した．第�仮橋のずり仮置ࡁሙ，ࣂッ

チャープラントおよ⃮ࡧỈฎ理設備の周囲には万能鋼板

と防音壁を設置し，周辺民家の騒音レベルを 60dB 以ୗ

にᢚ制する計画とした． 
 
㸲．工事騒音 定結果 
᥀๐ึᮇẁ㝵の昼間のࡳの施工中に騒音を 定したと

こࢁ，坑口から最ࡶ近い民家の騒音レベルは L$5 6�dB
であった．これは，表－１に示した夜間の管理目標値を

上ᅇり，10t ダンプトラックからクラッシャのずりᤞ

て音が定よりࡁかったことが᫂らかになった．ࡑこ

で，夜間の管理目標値を満足するため，ずりᤞて音のప

ῶを目ⓗとした㏣ຍ対策を検討した． 
 
㸳．ୖ 部ࢵ࣍パーのᨵಟࣇࣜࢬࣜࢢーࢲのไᚚ 
 ずりᤞて音の騒音レベルが定値を上ᅇったなせᅉ

は，10tダンプトラックからクラッシャのずりᤞて

に，ずりが上部࣍ッパーおよࡧクラッシャ࣍ッパーの鋼

〇面に⾪✺する音であることがุ᫂した．これらの対ᛂ

策について以ୗに示す． 
5.1 ୖ部ࢵ࣍パーの⦆⾪࣒ࢦ設置による騒音పῶ 
 ┿－１に示すようにクラッシャの上部࣍ッパー鋼〇

面に⦆⾪用のࢦム板（ベルトコンベアࢦム）をྲྀ付け，

ずりが┤᥋鋼〇面に⾪✺しないようにした． 
 
 
 
 
 
 
 

┿－１ ࢵ࣍パーෆ部 

 
 のไᚚによる騒音పῶࢲーࣇࣜࢬࣜࢢ 5.2
 クラッシャ鋼〇面とずりとの⾪✺音にẚ，ずりྠኈ

の⾪✺音の方がᑠさいことが᫂らかになった．ࡑこで，

グリズリフィーダの運転を制御して࣍ッパーෆにずりを

2m3⛬ᗘṧしておࡁ（図－㸲），鋼〇面がࡁࡴ出しになる

ことを防Ṇして，᪂たにずりを投入した㝿にはずりྠኈ

が⾪✺するようㄪ整した．制御はレーࢨーࢭンࢧを用い

て行い，↷ᑕ点からずりまでの距離を計 することでグ

リズリフィーダの✌ാを制御した．  
 
㸴．㏣ຍ対策によるຠ果の☜ㄆ 
 上部࣍ッパーのᨵಟとグリズリフィーダの制御ᚋ，坑

口から最ࡶ近い民家の騒音レベルはL$5 60dBとなった．

これにより，騒音レベルは㏣ຍ対策実施๓にẚ約�dB  

 
図－㸲 ࣇࣜࢬࣜࢢーࢲไᚚᶍᘧ図 

 

 
 
 
 
 
 
 

┿－２ ࢵ࣍ࣕࢩࢵࣛࢡパーෆ部（ᨵ㐀๓� 

 

 

 

 
 
 
 
 
┿－３ ࣇࣜࢬࣜࢢーࢲไᚚ（レーࢨーࢭンࢧ設置） 

 

పῶし，夜間の管理目標値を満足することを確ㄆした．

通ᖖのクラッシャとしてはᕼᑡな事と⪃࠼るが，レー

ムは作ࢸࢫにより制御を行うシ（距離計）ࢧンࢭーࢨ

業➼においてࡶά用ྍ能であると⪃࠼る． 

 

㸵．ࡲめ 
工事騒音の周辺の影響をపῶすることは，工事を

に㐍めるう࠼で㔜せなㄢ㢟のࡦとつである．本工事で

は，数値解析によって騒音の影響を事๓にண し，適ษ

な対策ᡭἲを㑅定した．対策実施ᚋは騒音 定を実施し，

 定結果をフィードࣂックして設備のᨵⰋを行った．こ

れらの結果，周辺ఫ民からのⱞࡶなࡃ᥀๐作業を↓事

⤊することがでࡁた． 

 

ㅰ㎡㸸騒音対策の実施に㝿し，⏥ᗓἙᕝ国道事ົ所のⓙ

ᵝをはࡌめ，ከࡃの工事関ಀ⪅の方ࠎにࡈ༠ຊをいたࡔ

 ．ますࡆました．本⣬面をりてお♩を⏦し上ࡁ
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